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とくしまとくしま

コンセプト!!
　
こんな阿波踊りがあったらおもしろい。
　
材料は趣味で集めたうき、自分で狩猟した鹿の角、山鳥の羽、きじ
の羽、鯛の鳴門骨、うろこ、及びかつおの尾びれ、孫と一緒に行っ
た潮干狩のしじみの貝殻　等。

　

第31回  徳島県健康福祉祭美術展　金賞　坂本  憲治 会員

会員数　令和８年度 （３月１日現在）

男性 818人
女性 596人 計 1,414人
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セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

　　
令
和
８
年
度

令
和
８
年
度

「
定
時
総
会
」
を
開
催

「
定
時
総
会
」
を
開
催

〇
開
催
日
時
（
予
定
）

　
　
令
和
８
年
６
月
22
日
（
月
）

　
　
午
後
１
時
30
分
か
ら

〇
開
催
場
所
（
予
定
）

　
　
あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル

　
　（
徳
島
県
郷
土
文
化
会
館
）

　
総
会
は
、
社
団
法
人
と
し
て
の

最
高
決
定
機
関
で
あ
り
、
会
員
の

皆
さ
ま
ひ
と
り
ひ
と
り
が
直
接
参

加
で
き
意
見
を
反
映
で
き
る
場
で

も
あ
り
ま
す
。
お
忙
し
い
折
で
は

あ
り
ま
す
が
、
是
非
ご
予
定
を
繰

り
合
わ
せ
て
、
ご
参
加
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
定

時
総
会
の
案

内
状
は
、
５

月
下
旬
に
お

手
元
に
届
く

予
定
で
す
。

配分金基準単価及び事務費率の見直し（令和８年４月１日より）
　
　令和 8 年 1 月には徳島県最低賃金が前年比 66 円増の 1,046 円となり、当センターの配

分金基準単価についても最低賃金に連動し、下記の通り改定いたします。

　お見積りの際はご注意ください。

改　定　前 改　定　後

980円～ 1,046円～
事務費率15％ 事務費率15％

令和 7年４月１日適用 令和 8年４月１日適用

　配分金基準単価改定は、特に徳島県最低賃金を下回っているものについて同水

準まで引き上げることを目的としています。技能職等の配分金基準単価について

は、別途ご確認下さい。

　
【配分金基準単価見直しに係る基本事項】

１. 配分金基準単価の見直しは、毎年の最低賃金改正をベースとして、契約年度を基準に

毎年見直すものとします。

２. 技能職等の配分金基準単価については、徳島市内等の経済情勢を考慮して適宜検討す

るものとします。

　　　　　の登録はお済みですか ?!

　　ポイント制度を活用しましょう ! 
ポイント制度は、令和７年度６月に開始されました。

　会員数拡大とセンター事業への参加を促進するため、センターが定める活動に
参加する会員に対してポイントを付与する制度です。ポイントは500単位で「次年
度年会費の割引」に充当することができます。（自動では割引になりません。ポイン
ト申請が必要になります。）ポイントに期限はありません。
　センターが定める活動及びポイント付与条件等については、後日お知らせ致します。
　楽しみながらポイ活しましょう。

お得お得
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　就業体験会を開催しました
　

日程　令和８年１月 26日及び令和８年２月 26日

　
　津田公園にて、１月 26 日と２月 26 日の２回にわたり、

未就業会員の方を対象とした就業体験会を開催しました。

　講師・参加者合わせて 26 名が午前９時 30 分よりスター

トし、公園の除草作業に日ごろから携わる会員の丁寧な指

導のもと、鎌を使った草の刈り方や、刈り取った草の袋

詰めの方法など、実践的な作業を一つひとつ学びました。

　実際の現場作業を通じて公園美化の仕事を体験してい

た だ き、 参 加 者 か ら

は「やりがいを感じた」

との嬉しい声も聞かれ

ました。今後も会員の

皆さまが生き生きと活

躍できる機会づくり

に取り組んでまいりま

す。

　剪定班ランクアップ研修会について
　

日程　令和８年２月16日（月）～19日（木）の4日間
　

　令和８年２月 16 日（月）より、４日間の日程で剪定のランクアップ研修会を実施しました。

前半２日間は、川内町の春日神社で松の剪定を行い、後半２日間は、国府町の徳島市立考古

資料館にて雑木の剪定に取り組みました。

　研修参加者は 16 名で、女性の参加者が 4 名いました。また、指導員６名より剪定方法な

どについてのアドバイスがあり、剪定技術の向上に取り組みました。ランクアップ研修会は、

年２回実施してお

ります。次回は９

月頃を予定してお

ります。剪定をし

たことがなくても

剪定に興味のある

方や技術を学びた

い方は、ぜひお問

い合わせください。

就業推進委員会から就業推進委員会から

職 域 組 織 活 性 化 委 員 会 か ら
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女
性
活
動
活
性
化
事
業

〇
「
健
康
講
座
　
社
交
ダ
ン
ス
」

　
と
「
寄
せ
植
え
講
座
」
開
催

女
性
会
員
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
「
シ

ル
バ
ー
に
所
属
し
て
い
て
よ
か
っ

た
」
と
感
じ
ら
れ
る
機
会
づ
く
り

を
目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。

　「
社
交
ダ
ン
ス
」
は
、
体
だ
け
で

な
く
脳
に
も
よ
い
効
果
が
あ
る
と

い
わ
れ
、
最
近
あ
ら
た
め
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。
姿
勢
も
自
然
と

良
く
な
る
そ
う
で
す
。
今
回
は
１

月
27
日
に
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は

６
名
で
し
た
。
皆
さ
ん
最
初
は
少

し
緊
張
し
た
様
子
も
見
ら
れ
ま
し

た
が
、
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
ど

ん
ど
ん
上
達
し
、
笑
顔
で
楽
し
む

姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　
ま
た
、「
も
っ
と
練
習
を
し
て

パ
ー
テ
ィ
ー
に
も
参
加
し
た
い
」

「
同
好
会
を
作
り
た
い
」
と
い
っ
た

声
も
上
が
り
、
今
後
の
活
動
の
広

が
り
が
楽
し
み
で
す
。

　「
寄
せ
植
え
講
座
」
は
、
２
月
27

日
講
師
に
園
芸
研
究
家
の
生
田
誠

治
先
生
を
お
迎
え
し
、
22
名
の
参

加
者
が
ワ
イ
ワ
イ
・
ガ
ヤ
ガ
ヤ
と

楽
し
く
素
敵
な
春
の
花
鉢
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
座
学
、
植
物
は
環
境
が

悪
い
方
が
子
孫
を
残
そ
う
と
必
死

に
な
る
の
で
肥
料
を
あ
げ
る
と
枝

や
葉
が
育
ち
成
長
し
よ
う
と
す
る
。

栄
養
も
無
く
枯
れ
そ
う
に
な
る
と
、

こ
れ
は
「
大
変
！
」
と
一
杯
花
を

咲
か
せ
、
実
を
生
ら
せ
た
り
し
て

種
を
残
そ
う
と
し
て
頑
張
る
。
と
、

納
得
の
講
義
。

　
次
は
い
よ
い
よ
実
践

※
ポ
ッ
ト
苗
は
ポ
ッ
ト
か
ら
出
し

土
や
根
を
崩
さ
ず
に
そ
の
ま
ま

セ
ッ
ト
す
る
。

※
土
は
空
気
を
含
ま
せ
た
方
が
良

く
、
土
の
食
物
繊
維
が
手
で
水
を

受
け
取
る
様
に
水
分
を
含
む
の
で

押
し
付
け
な
い
方
が
良
い
。
等
を

教
わ
り
な
が
ら
、
①
ま
ず
、
土
を

入
れ
る
前
に
鉢
に
ど
う
い
う
風
に

配
置
す
る
か
一
度
セ
ッ
ト
し
て
み

る
。
お
お
ま
か
な
バ
ラ
ン
ス
を
決

め
い
よ
い
よ
植
え
て
い
く
。

　
②
鉢
の
３
分
の
１
位
ま
で
土
を

入
れ
、
ポ
ッ
ト
苗
を
ポ
ッ
ト
か
ら

出
し
そ
の
ま
ま
セ
ッ
ト
（
根
を
ぎ
ゅ

う
ぎ
ゅ
う
に
し
て
お
く
こ
と
で
条

件
が
悪
く
な
り
子
孫
を
残
そ
う
と

す
る
か
ら
花
芽
が
沢
山
付
き
次
々

と
咲
く
）。

　
次
に
、
全
体
に
土
を
入
れ
て
い

く
。
土
は
ギ
ュ
ッ
と
押
し
付
け
て

は
い
け
な
い
。
水
を
含
ま
な
く
な
る
。

　
先
生
は
ア
ド
バ
イ
ス
の
他
質
問

に
も
答
え
て
く
だ
さ
り
素
敵
な
時

間
と
花
鉢
を
頂
き
ま
し
た
。

　
両
日
と
も
企
画
や
お
世
話
下

さ
っ
た
女
性
役
員
さ
ん
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

講師　藤本雅信先生、光子先生

講師　園芸研究家生田誠治先生
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第3土曜日年８回開催しています。どなたでも参加できます。お気軽にお申込みください。

地域ふれあい教室ご案内
令和８年度

5月  ヨガ教室

※要申込　定員12名

講　師：八幡勧子 先生 日本ヨーガ禅道（  友会認定教師  ）受講料：300円
開催日：5月16日㈯10時～12時

1
身体に良いことしてみませんか。
思った以上に身体の固さにビッ
クリ、ビックリ！

必要物
【動きやすい服装・ヨガマット又はバスタオル】

9月  小物作り

※要申込

講　師：細川 会員
受講料：300円
開催日：9月19日㈯10時～12時

3
小布でお気に入りの小物入れを
作ってみませんか。周りのみんな
から注目の的に。

必要物【裁縫道具、あれば布】

11月  干支作り

※要申込

講　師：乃一 会員
受講料：300円
開催日：11月21日㈯10時～12時

5
来年はひつじ年。毎年作って12
年後、十二支を揃えて並べてみま
せんか。

必要物【ハサミ、糸、針】

※材料等の関係で予定内容が一部変更になる場合がありますのでご了承ください。

2月　自分を楽しむ

※要申込

講　師：渡辺恵子 氏
受講料：300円
開催日：2月20日㈯10時～12時

7
随筆大賞など数々の賞を受けられ
た渡辺さんに“自分を楽しむ”を
テーマにご自分の体験からのお話
を聞かせていただきます。

10月  茶碗を作ろう

※要申込

講　師：板東啓子 氏
受講料：1,500円（４回分）
開催日：10月17日㈯ 10：00～ 又は13：00～
　　　　2回目からは、各自の日程で

4
自分が作った茶碗で抹茶をたて
て、お茶を楽しむ。最高！

必要物【エプロン】

1月  雪だるまのオブジェを作ろう

※要申込

講　師：西川 会員
受講料：300円
開催日：1月16日㈯10時～12時

6
かわいい雪だるまのオブジェを
作って寒い冬をいっそ一緒に楽
しんじゃおう。

必要物【裁縫道具】

3月  リフレッシュ体操

※要申込　定員12名

講　師：カルチャー講師 西田茂子 先生
受講料：300円
開催日：3月20日㈯13時30分～

8
だんだん身体が固くなる。動作
が遅くなる。そんな自分をリセッ
ト！！

必要物【タオル、敷物】

6月  防災教室（第２土）

※要申込

講　師：元防災センター所長　中野　晋 氏
受講料：300円
開催日：6月13日㈯10時～12時（第２㈯）

2
南海地震が迫りつつある今、私
たちは何をどこまで準備してい
れば、命を守れるのか？
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　２月21日（土）10時30分からホテルサンシャイン・アネックス徳島を会場に、令和７年度シルバー人材セ
ンター互助会主催の会員のつどいが開催されました。今年は、遠藤市長並びに亀井労働局長もゲスト参加さ
れ、遠藤市長においては十八番の１曲を熱唱されました。当日81名の会員が参加し、日頃の趣味特技の成果
を「演芸部門」と「展示部門」のそれぞれで発揮され、大変和やかな１日を過ごすことができました。文化
部のトーンチャイムやコーラス、琴やギター演奏もあり、最後に全員で阿波踊りを楽しみました。別室では、
各同好会のすばらしい作品が展示され、お楽しみ抽選会では全員空くじなしで賞品をゲットしていました。
　会場外では、茶道同好会のメンバーによるお菓子と抹茶のサービスがあり、好評でした。

令和７年度　会員のつどい開催される!!令和７年度　会員のつどい開催される!!令和７年度　会員のつどい開催される!!

渡辺理事長 遠藤市長 亀井労働局長
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俳
句
・
川
柳

○
臘ろ

う

梅ば
い

の
　
偏
光
を
越
ゆ
　
良
香
か
な

　○
試
作
チ
ョ
コ
　
も
ら
う
一
日
の

　
　
　
　
　
　
　
　
バ
レ
ン
タ
イ
ン

　○
吉
野
川
　
曲
が
る
大
河
の

　
　
　
　
　
　
　
　
日
脚
伸
ぶ

大
山
　
貞
夫

　○
恐
竜
の
　
眠
り
し
山
に
　
冴
え
る
月

　○
ゲ
ル
ニ
カ
に
　
願
い
を
込
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
夜
長
か
な

西
岡
　
和
義

　○
亡
き
犬
が
　
駆
け
る
姿
や
　
夏
の
空

　○
神
具
包
む
　
去
年
の
新
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
な
つ
か
し
く

田
中
　
章
夫

　○
主
去
り
　
紅
梅
今
も
　
咲
き
ほ
こ
り

　○
啓
蟄
や
　
土
掘
り
起
こ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
生
を
知
る

橋
本
　
守
正

　○
一
つ
し
て
　
一
つ
忘
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
春
う
ら
ら

　○
つ
ど
い
の
会
　
一
年
分
の
　
作
品
展

び
ざ
ん

　○
い
つ
も
か
も
　
ス
マ
ホ
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
頼
り
で
す

　○

驚
い
た
　
い
つ
の
間
に
私
　
八
十
代

む
か
し
小
町

三 字 熟 語 ク イ ズ

応募者（シルバー人材センター会員）の
うち正解者15名の方に抽選で図書券を
差しあげます。（応募締切４月30日）

正解者23名のうち、厳正な抽選の結果15
名の方に図書券をお送りしました。

5

前回の計算クイズの解答

解答欄例題にならい、明かされている文字

を並び替え、リストから適切な漢字

を選んで加えて三字熟語を作りま

しょう。

リストに残った漢字を組み合わせ

るとできる三字熟語は何でしょう？

キメヤ
（目玉焼）

玉

メ玉ヤキ

＋

＝

イショゼ＋ ＝

タニッビ＋ ＝

シャタテ＋ ＝

イウケホ＋ ＝

カカチラン＋ ＝

例題

リスト □総 □務 □係 □長 □役 □目 □記 □録 

事
務
連
絡

請
負
委
任

　
就
業
月
の
翌
月
25
日

派
遣
事
業

　
就
業
月
の
翌
月
20
日

 

（
土
日
や
祝
祭
日
の
場
合
は
そ
の

　
前
日
に
な
り
ま
す
）

配
分
金
か
ら
の
控
除
や
コ

ン
ビ
ニ
払
い
に
つ
い
て

配
分
金
等
振
込
日
に
つ
い
て

令
和
８
年
度
会
費
に
つ
い
て

セ
ン
タ
ー
会
員
募
集
中
！

友
人
、知
人
の
方
を
お
誘
い
く
だ
さ
い
。

　今
な
ら
初
年
度
会
費
等

３
、０
０
０
円 

➡ 

０
円
で
お
得
！

〇
入
会
の
対
象
者

徳
島
市
在
住
、
健
康
で
、
働
く
意

欲
の
あ
る
、
60
歳
以
上
の
方
。
入

会
説
明
会
へ
お
越
し
頂
き
、
入
会

申
込
書
を
提
出
頂
け
る
方
。

〇
ま
ず
は
、
第
２
、
第
４
水
曜
日

の
午
後
２
時
か
ら
開
催
し
て
い
る
、

入
会
説
明
会
（
セ
ン
タ
ー
事
務
所

２
階
会
議
室
）
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　　セ
ン
タ
ー
会
費
２
千
円

会
員
互
助
会
費
１
千
円

の
合
計
３
千
円
と
な
り
ま
す
。

※
納
付
期
限
は
４
月
末
で
す
。

　　　　
令
和
７
年
度
に
ポ
イ
ン
ト
を
貯

め
、「
ポ
イ
ン
ト
交
換
申
請
書
」

を
２
月
末
ま
で
に
提
出
済
み
の
方

に
つ
い
て
は
、
割
引
後
の
会
費
の

ご
請
求
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　　　　
請
負
委
任
就
業
者
に
つ
い
て
は
、

３
月
分
配
分
金
か
ら
控
除
し
ま
す
。

　
配
分
金
か
ら
控
除
で
き
な
い
方

や
派
遣
就
業
者
に
つ
い
て
は
、
コ

ン
ビ
ニ
払
い
請
求
書
（
圧
着
は
が

き
）
を
送
付
し
ま
す
の
で
納
入
を

お
願
い
し
ま
す
。（
※
コ
ン
ビ
ニ

払
込
手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。）

初
年
度
会
費
無
料
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中

配
分
金
か
ら
の
控
除
や

コ
ン
ビ
ニ
払
い
に
つ
い
て

令
和
８
年
度
会
費
に
つ
い
て

会
費
割
引
に
つ
い
て
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●
編
集
後
記

　
よ
い
季
節
と
な
り
、
楽
し
い
毎

日
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

　
皆
さ
ん
、
お
気
づ
き
で
し
た
か
。

徳
島
新
聞
の
情
報
と
く
し
ま
の
欄

に
『
会
員
の
つ
ど
い
』
の
内
容
と
、

抹
茶
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
の
お
知
ら

せ
を
初
め
て
載
せ
ま
し
た
。
一般
の

方
の
ご
来
場
は
少
人
数
で
少
し
残

念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
今

年
も
盛
り
上
り
ま
し
た
。
皆
さ

ん
も
、
得
意
な
出
し
物
・
オ
カ
リ

ナ
・
ハ
ー
モ
ニ
カ
・
手
品
な
ど
、
ご

披
露
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

空
く
じ
な
し
の
抽
選
会
で
は
、
豪

華
賞
品
に
新
し
く
、
甘
い
お
菓
子

も
加
わ
り
、
好
評
で
し
た
。

　
次
回
は
、一般
の
方
の
ご
来
場
も

増
え
、益
々
楽
し
く
充
実
し
た
『
つ

ど
い
』
と
な
り
ま
す
よ
う
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ー
ナ
ーへの
、
ご
出

品
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　シ
ル
バ
ー
と
く
し
ま
編
集
委
員
会

　
　
委
員
長
　
平
尾
　
京
子

　
　
　
　
　
　
藤
原
恵
美
子

　
　
　
　
　
　
橋
本
　
京
子

　
　
　
　
　
　
安
東
マ
リ
子

　
　
　
　
　
　
松
本
　
啓
子

　　
　
人
生
は
山
坂
多
い
旅
の
道

還か
ん

暦れ
き

　
六
十
才
で
お
迎
え
の
来
た
時
は

　
　
　
　
只
今
留
守
と
云
い
な
さ
い

古こ

稀き

　
七
十
才
で
お
迎
え
の
来
た
時
は

　
　
　
　
ま
だ
ま
だ
早
い
と
云
い
な
さ
い

喜き

寿じ
ゅ

　
七
十
七
才
で
お
迎
え
の
来
た
時
は

　
　
　
　
せ
く
な
老
楽

　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
よ
と
云
い
な
さ
い

傘さ
ん

寿じ
ゅ

　
八
十
才
で
お
迎
え
の
来
た
時
は

　
　
　
　
な
ん
の
ま
だ
ま
だ

　
　
　
　
　
役
に
立
つ
と
云
い
な
さ
い

米べ
い

寿じ
ゅ

　
八
十
八
才
で
お
迎
え
の
来
た
時
は

　
　
　
　
も
う
少
し
お
米
を

　
　
　
　
　
食
べ
て
か
ら
と
云
い
な
さ
い

卒そ
つ

寿じ
ゅ

　
九
十
才
で
お
迎
え
の
来
た
時
は

　
　
　
　
そ
う
急
が
ず
と
も

　
　
　
　
　
よ
い
と
云
い
な
さ
い

白は
く

寿じ
ゅ

　
九
十
九
才
で
お
迎
え
の
来
た
時
は

　
　
　
　
ま
だ
ま
だ
や
り
た
い
事
が

　
　
　
　
　
あ
る
と
云
い
な
さ
い

茶ち
ゃ

寿じ
ゅ

　
百
八
才
で
お
迎
え
の
来
た
時
は

　
　
　
　
ま
だ
ま
だ
お
茶
が
飲
み

　
　
　
　
　
足
ら
ん
と
云
い
な
さ
い

皇こ
う

寿じ
ゅ

　
百
十
一
才
で
お
迎
え
の
来
た
時
は

　
　
　
　
こ
ろ
を
見
て
こ
ち
ら
か
ら

　
　
　
　
　
行
く
と
云
い
な
さ
い

　気
は
な
が
く
　
口
を
つ
つ
し
み

　
腹
た
て
ず
　
心
ま
る
く
す
れ
ば

　
　
命
な
が
ら
え
る

長
寿
の
心
得

ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー

ギ
ャ
ラ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー

　
松
本
　
啓
子

　
鎌
田
　
　
昇

　
鎌
田
　
　
昇

第
六
十
七
番
小
松
尾
山
　

大だ

い

興こ

う

寺じ

四国八十八ヶ所巡り  67　
嵯
峨
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
、
弘

仁
13
年
、
熊
野
権
現
鎮
護
の
寺
と

し
て
、
弘
法
大
師
が
開
基
し
た
。

　
往
時
は
境
内
頗
る
広
く
真
言
24

坊
、
天
台
12
坊
が
甍
を
な
ら
べ
、

顕
密
二
教
の
修
行
勉
学
の
道
場
と

し
て
栄
え
た
が
、
天
正
年
間
、
長

曽
我
部
の
兵
乱
に
か
ゝ
り
焼
失
し
、

現
在
の
本
堂
は
慶
長
年
間
に
再
建

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
６
０
０
余

年
前
経
朝
郷
病
気
平
癒
祈
願
の
礼

額
と
し
て
「
大
興
寺
」
の
扁
額
を

奉
納
さ
れ
現
存
し
て
い
る
。

場
所
　
三
豊
市
山
本
町


